
令和 6年能登地震の被災体験 
 

旦那の実家に帰省中の出来事でした。 

石川県を襲った激しい揺れは、これまでに経験したことのない「暴力的な力」を持っ

ていました。 

立っていることも出来ず、地面がうねり、家々がきしむ不気味な音が響き渡りました。 

電話、ライン、電気、水道全てが遮断。 

道の亀裂や土砂崩れもひどく当日は金沢へ帰る事は断念しました。 

避難所も人が溢れ、衛生的にとても良い状況とは言えませんでした。 

帰りを考えるとガソリンも使えず寒い車の中で避難生活は厳しいものでした。 

地元の消防団の方達が土砂をどかし、道路の段差に土のうを積み上げてくれた為、

3日目、金沢へ向けて出発しました。 

帰り道で地元の人達が笑顔で「気をつけて帰れや」と手を振って送り出してくれた

姿に自分達だけが逃げるように帰る事に涙が止まりませんでした。 

帰宅後も数ヶ月は精神的に不安な状態が続きました。 

その中でも後方支援、避難グッズの作成や利用者様の安否確認方法やBCP の見

直しを行いました。 

当日ALS患者様のご自宅で水が出ず、スタッフが、交代で水を運んだと聞いており

ます。 

日頃からの関係作り、そして自助の大切さを改めて考える機会となりました。 


